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          令和６年５月１日  和歌山市立野崎小学校  

 

   「１６１人と『おはようございます』」  

                                                    校長  松尾  光孝  
 

 新学期が始まって３週間が過ぎました。そろそろ新しい教室に慣れてきたのではないでしょうか。 

 さて私はというと今、色々と考えた末に、玄関前に立って 161 人の野崎っ子全員に、 

「おはようございます。」 

と言うことにしました。なぜか？私は 161 人の子たちの顔と名前を 1 日でも早く覚えたいのですが、実は小さ

いころから人の顔と名前を覚えるのに苦労してきました。例えばこんなことがありました。街中を歩いていると、

何年か前に担任した子が、 

「松尾先生、久しぶり！」 

と声をかけてきました。そんな時私は『どちら様？』（めちゃくちゃ失礼なのですが…）と思ってるのを必死に顔

に出さないように気を付けながら、 

「お久しぶり。お元気ですか？」 

なんて返します。でも内心はドキドキもの。そんな時、わが教え子たちはたいてい、 

「大丈夫。先生、名前覚えるの下手だったもんね。私、〇〇です。覚えていますか？」 

くー。ありがとう。ここまで言われたら後はばっちり。昔話に花が咲きます。 

 …と。ここまで書くと私がなかなか野崎っ子の名前を覚えられない言い訳のようになってしまいましたが…そ

んな私でも 1 日 1 回は野崎っ子の顔は確認したい。声をかけたい。そんな風に考えてるのです。話を元に戻

すと、もう一つ、朝玄関前に立つといいことがあります。それは、朝は野崎っ子を知る情報の宝庫。たくさんの

発見があります。例えば、４月１８日（木）の私のメモには、 

「４年生の○○さんに、たんぽぽの種を見つけたと言って見せてもらいました。」 

と書いてありました。４月２４日（水）のメモを見ると、 

「３年生の△△さんが土曜教室の申込書を持ってきているかどうか気にしていました。◇◇さんと４年生の☆

☆さんと◎◎さんも土曜教室が楽しみなんだそうです。」 

 何気ないシーンですが野崎っ子の人となりや思いが分かってきませんか？うれしかったのは、何度も「あな

たは誰ですか？」と聞く私を気遣った子がいたことです。その時のメモには、 

「昼休憩に校長室の前を開けているとたくさんの子が話しかけてきます。４年生の□□さんが、『僕の名前は

□□です。』と言うので、『ごめんね。なかなかお名前を覚えられなくって。』と言うと、『大丈夫です。』と言って

運動場の方へ行きました。」 

 どうです？野崎っ子たちは思いやりのある本当にいい子たちだとは思いませんか？そんな野崎っ子をもっ

と知るために、これからも朝は玄関の前に立って、161 人の子たちに「おはようございます。」とあいさつしたいと

考えています。そしてたくさん野崎っ子の情報を集めようとも考えています。ああ、「お名前は？」と何回も聞く

と思いますがそこは許してくださいね。私も 1 日でも早くみんなの顔と名前を覚えられるよう努力します。 



５月の行事予定  ※行はやむを得ず変更になる場合もあります。ご了承ください。 
 

日 曜日         学校行事（育友会行事を含む）  

1 水 登校指導  あいさつ運動 【短縮校時】家庭訪問③ 

3 金 憲法記念日 

4 土 みとりの日 

5 日 こどもの日 

6 月 振替休日 

7 火 聴力検査 5・6 年  野崎けんこう貯金開始  

８ 水 ぶくぶくタイム   聴力検査 3・4 年 

9 木 1 年心電図健診  聴力検査 1・2 年 

10 金 春の遠足(1～3・6年) 

13 月 スクールカウンセラー来校  

14 火 体力テスト(1・2 限)  耳鼻科健診 1・3・5 年 のざき健康貯金提出  

15 水 登下校指導（中） あいさつ運動  体力テスト（予備日）  ぶくぶくタイム  

16 木 遠足予備日  内科健診 3・6 年 

17 金 心電図健診（2 次） 眼科健診 13：00～（全学年）  

22 水 なかよし学級研究授業  ぶくぶくタイム  

23 木 内科健診 2・5 年 

24 金 クラブ活動 

27 月 スクールカウンセラー来校  教育実習（5 月 27 日～6 月 21 日まで） 

28 火 尿検査（1 次） 

29 水 尿検査（予備日） ぶくぶくタイム 

30 木 全校草引き  内科健診 1・4 年 
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現代は「子どもの日」として祝われている 5 月 5 日は、もともと五節句にお

ける「端午の節句」を祝う日でした。 3 月 3 日の桃の節句（雛祭り）の対にな

る存在として男の子の成長を祈願・お祝いする日として広がり、柏餅やちまき

が食卓に並ぶことが多いです。 

なお、端午の節句で飾る鎧や兜は昔の戦道具であり、身の安全を守る象徴と

されています。交通事故や病気から子どもを守り、健やかに育って一族が繁栄

するように、という願いを込めてかざられるのです。  

                                                                              

4 日（火）交通安全教室        

 6 日（木）5 年社会見学「神戸・大阪」  

10 日（金）ALT             

（未定） プール掃除 プール開き 

24 日（月）4 年社会見学「青岸エネルギーセンター」  

25 日（火）学習参観、懇談  



 


